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【１】概要 
MferViewer（以下、ビューワ）では、 

EP-501 より MFERデータを取り込み、画面に波形情報を表示できます。 

また、ビューワから EP-501サーバ（以下、サーバ）への 

MFERデータ送信にも対応しています。 

【２】動作環境 

対応 OS 

Windows 10 / 11 

推奨スペック 

CPU Intel Corei3 程度以上 

メモリ 起動時に 100Mbyte 以上 

ハードディスク 100Mbyte以上の空き容量 

動作に必要なソフトウェア

.NET Framework Version 4.0以降 

※ハードディスクの容量の目安について。

30 秒の測定を毎日 1回、5年間継続した場合を想定した試算です。

必要に応じて、ハードディスク容量を調整ください。

※サーバに MFERデータを送信する際、インターネットに接続できる環境が必要です。

【３】メイン画面 
ビューワのメイン画面です。 

以下、主な機能です。 

・MFER データの取込 ：EP-501とパソコンを USBケーブルで接続し、MFERデータを取り込む 

・波形情報の確認 ：取り込んだ MFERデータの波形情報を画面に表示する 

・波形情報の印刷 ：波形情報を印刷する 

・サーバへの送信 ：MFER データをサーバに送信する 
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【４】セットアップ 

【４．１】ビューワのセットアップ 

ビューワをセットアップします。 

■手順

①「MferViewer.zip」を解凍する。

②解凍されたプログラムをダブルクリックする。

③ビューワが起動する事を確認する。

以上でセットアップは完了です。 
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【４．２】ビューワ機能に関する設定 

ビューワに関する様々な機能を設定します。 

 

 

 

【一般】 

 

・MFER データ取込に関する設定です。 

詳細は【５．３】MFERデータ取込時の設定を参照ください。 

 

 

 

【サーバ】 

 

・サーバへのデータ送信機能を使用する際に必要な設定です。 

詳細は【８】サーバへの MFER データ送信を参照ください。 
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【エクスポート】 

 

・エクスポート機能を使用する際に必要な設定です。 

詳細は【１０】エクスポート機能を参照ください。 
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【５】MFER データの取込 
 

【５．１】MFER データの取込 
MFERデータを取り込みます。 

 

■手順 

①EP-501 とパソコンを USBケーブルで接続する。 

 

 

②以下のアイコンを選択する。 

 
 

③取込対象データをダブルクリックする。 

 
 

以上で MFERデータの取込は完了です。 

 

以降、波形情報を画面に表示する事ができます。 

表示方法については、【６．１】波形情報の表示を参照ください。 
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【５．２】心拍数（HR）の取得設定 ※他社の MFER データを取り込む場合 
心拍数（HR）取得に関する設定を行います。 

 

他社の MFERデータを取り込む際、ファイル名に HRが含まれているデータファイルであれば 

データを取り込む際、ファイル名から心拍数（HR）を取得できます。 

※EP-501 を使用する場合、本設定は不要です。 

 

■手順 

①追加ボタンを選択する。 

 
 

②「名前」「ファイル名から HRを取得する」「区切り文字」「HR位置」を入力する。 

 

 

・名前       ：ファイル取込時に形式選択のリストに表示する名称 

・ファイル名から HRを取得する ：ＨＲ取得可否の設定。取得する際はチェックを ONにする 

・区切り文字     ：ファイル名の区切り文字 

・HR位置      ：区切られたＨＲの位置 

 

  



7 

 

③適用ボタンを選択する。 

 

 

④OKボタンを選択する。 
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【５．３】MFER データ取込時の設定 

EP-501 より MFERデータを取り込む際、EP-501に MFERデータを残すか、削除するかを設定できます。 

 

■手順 

①以下のアイコンを選択する。 

 

 

②一般を選択する。 

 

 

③設定を選択する 

 
設定は、以下３つの中から選択できます。 

・データ取込後、確認のダイアログを表示する 

・データ取込後、デバイスからファイルを削除する 

・データ取込後、デバイスにファイルを残す 
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・データ取込後、確認のダイアログを表示する ※初期設定では、こちらが選択されています 

 取込後に以下のダイアログを表示し、EP-501に MFERデータを残すか、削除するかを選択できます。 

  

『はい』を選択すると、EP-501 から MFERデータを削除します。 

※削除した MFER データは元に戻りませんのでご注意ください。 

『いいえ』を選択すると、EP-501に MFERデータを残します。 

 

・データ取込後、デバイスからファイルを削除する 

 データ取込後、EP-501から MFER データを削除します。 

※削除した MFER データは元に戻りませんのでご注意ください。 

 

・データ取込後、デバイスにファイルを残す 

 データ取込後、EP-501に MFER データを残します。 

 

④OKボタンを押す 

 

・以上で設定は完了です。 

 設定内容は保持されますので、次回以降、設定する必要はありません。 

 

（キャンセル） 

 

・設定を中止したい場合、キャンセルボタンを押してください。  
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【６】波形情報の表示・測定情報の編集 

 

【６．１】波形情報の表示 
波形情報を表示します。 

 

■手順 

①以下のアイコンを選択する。 

 
 

②対象データをダブルクリックする。 

 
 

③波形情報が表示される。 
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＜表示位置の選択＞ 

 
・表示したい部分をマウスで選択します。 

 

＜波形の拡大表示＞ 

 

・△ボタンを選択すると波形を拡大表示し、▽ボタンを選択すると波形を縮小表示します。 
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＜ソート機能＞ 
以下の項目でソートできます。対象データを探す場合にご使用ください。 

・取込日時 

・開始日時 

・ID 

・患者名 

 

（昇順にソートしたい場合）項目名を選択する 

 
 

 

（降順にソートしたい場合）昇順にソートされた状態で、もう一度項目名を選択する。 

 

 

前回ソートした場合は、前回のソート条件で表示されます。 
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【６．２】測定情報（患者名、患者 ID）の編集 
対象データの「患者名」「患者 ID」を編集します。 

「患者名」「患者 ID」以外の項目は編集できません。 

 

■手順 

①「患者名」または「患者 ID」をクリックする。 

 

 

②「患者名」または「患者 ID」を入力し、ENTERキーを押す。 

 
・患者名 ：最大 60文字まで入力可能 

・患者 ID ：最大 60文字まで入力可能 
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【６．３】測定情報（患者名、患者 ID）の一括編集 

 

【６．３．１】一括編集 
測定情報（患者名、患者 ID）を一括で編集します。 

 

■手順 

①対象データを選択する。 

 
 

（全データを選択したい場合）全選択ボタンを押すと、全データが選択状態となる。 

 
 

（全データを選択解除したい場合）全解除ボタンを押すと、全データが未選択状態となる。 
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②編集ボタンを選択する。 

 
 

 

③OKボタンを選択する。 

 
 

④「患者名」「患者 ID」を入力する。 

 
・患者名 ：最大 60文字まで入力可能 

・患者 ID ：最大 60文字まで入力可能 

 

⑤患者名と患者 IDが一括で更新される。 
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【６．３．２】一括印刷 
対象データを一括で印刷します。 

 

■手順 

①対象データを選択する。 

 
 

②印刷ボタンを選択する。 

 
 

③OKボタンを選択する。 

 
 

  



17 

 

④印刷ダイアログで OKボタンを選択する。 

 
 

⑤波形データが印刷される。 
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【６．３．３】一括削除 

対象データを一括で削除します。 

削除したデータはパソコンから消えてしまいますので、ご注意ください。 

 

■手順 

①対象データを選択する。 

 
 

②削除ボタンを選択する。 

 
 

③OKボタンを選択する。 
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④対象データを削除する。 

 

 

 

（エラーメッセージ） 

 
・データを未選択の状態で編集ボタンを押すとエラーメッセージが表示されます。 

 データを選択した状態で編集ボタンを押してください。 

 

 

 

（エラーメッセージ） 

 
・対象データを開いた状態で削除ボタンを押すとエラーメッセージが表示されます。 

 対象データを開いていない状態で削除ボタンを押してください。 
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【７】波形情報の印刷 
波形情報を印刷します。 

波形情報の印刷は【６．３．２】一括印刷からも行えます。 

 

■手順 

①以下のアイコンを選択する。 

 
 

②印刷ボタンを選択する。 
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（複数ページがある場合） 「＜」「＞」のボタンでページ切り替えできる。 
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【８】サーバへの MFER データ送信 

サーバに MFERデータを送信します。 

データ送信後、サーバでのデータ確認・管理が可能となるオプション機能です。 

 

サーバでの運用・管理をご希望する場合には、下記 Webサイトをご覧ください。 

「メディエイドスクエア」 

http://www.medi-aid.jp/ 

※メディエイドスクエアは、メハーゲングループの各種医療機器・システムを紹介する総合サイトです 

 

【８．１】MFER データ送信先（サーバ）の設定 

以下の手順で、サーバを設定します。 

 

■手順 

①以下のアイコンを選択する。 

 
 

②サーバを選択する。 

 
 

③「URL」「ID」「PASS」を入力する。 

 
・URL ：サーバ（MFERデータ送信先）の URLです。 

・ID ：サーバにログインする際に必要な IDです。 

・PASS ：サーバにログインする際に必要なパスワードです。 
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④OKボタンを押す。 

 
・以上で設定は完了です。 

 設定内容は保持されますので、次回以降、設定する必要はありません。 

 

 

（キャンセル） 

 

・設定を中止したい場合、キャンセルボタンを押してください。 
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【８．２】MFER データの送信 

以下の手順で、サーバに MFERデータを送信します。 

 

①以下のアイコンを選択する。 

 
 

②対象データを選択する。 

 
 

③送信ボタンを選択する。 

 
 

④送信ボタンを選択する。 
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⑤送信状態が「送信完了」となる。 

 
 

 

（エラー） 

 
・「URL」「ID」「PASS」の情報に誤りがある場合、エラーが発生し 

MFER データを正常に送信できません。 

 設定内容をご確認の上、送信ボタンを選択してください。 

 

 

以降、サーバでデータを確認・管理できます。 

※以下、画面イメージです。画面デザイン・仕様は、改良の為、予告なく変更することがあります。 
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【９】MFER データの保存先の確認/変更 

EP-501 から取り込んだ MFERデータの保存先を確認できます。 

また、MFERデータの保存先を変更する事もできます。 

 

【９－１】保存先の確認 
EP-501 から取り込んだ MFERデータの保存先を確認します。 

 

■手順 

①設定画面の参照ボタンを選択する。 

 
 

②保存先が表示される 

 
・選択状態になっているフォルダが MFERデータの保存先です。 

 

 

 

【９－２】保存先の変更 
MFERデータの保存先を変更します。 

 

■手順 

①設定画面の参照ボタンを選択する。 
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②保存先を作りたい場所をクリックし、選択状態にする。 

 
 

③新しいフォルダの作成ボタンを選択する。 

 
 

④新しいフォルダが作成される。 
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⑤フォルダの名称を変更する。 

 
・フォルダには、管理しやすい名称をつける事をおすすめします。 

 

⑥OKボタンを選択する。 

 
・以上で保存先の変更は完了です。 

 

以降、EP-501から取り込んだ MFER データは、今回変更した保存先に保存されるようになります。 
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【１０】エクスポート機能 
 

【１０－１】RS_Base 連携について 
RS_Base とは、院内で発生する様々な診療データのファイリング、および閲覧を可能にする 

医療用の総合診療支援ツールです。 

※RS_Base の詳しい説明については、本マニュアルでは割愛させて頂きます。 

 

ビューワ側から出力した PDFファイルを RS_Base側で取り込むことにより、 

RS_Base での心電図閲覧が可能になります。 

 

 

【１０－２】RS_Base 連携の設定 
まず、以下の手順で設定します。 

 

■手順 

①以下のアイコンを選択する。 

 
 

②エクスポートを選択する。 

 
 

③「有効にする」にチェックを入れる。 
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④出力先の参照ボタンを選択する。 

 
 

⑤出力先を選択し、OKボタンを押す。 

 

※今回は例として、『C:\gazou』を選択しました。 

※ビューワ側の『出力先』と RS_Base側の『PDF 取込先』を一致させる必要があります。 

出力先を選択する際は十分ご注意ください。 

 

⑥出力先が画面に表示される。 
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⑦OKボタンを押す。 

 
・以上で設定は完了です。 

 

設定内容は保持されますので、次回以降、設定する必要はありません。 

 

（キャンセル） 

 
・設定を中止したい場合、キャンセルボタンを押してください。 
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【１０－３】PDF ファイル出力 
以下の手順で、PDFファイルを出力します。 

 

■手順 

①以下のアイコンを選択する。 

  
 

②対象データを選択する。 

 
 

 

③エクスポートボタンを選択する。 

 
・エクスポートボタンは、【１０－２】で説明した RS_Base連携を『有効にする』に 

チェックを入れた場合のみ画面に表示されます。 
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④出力先フォルダに PDFファイルが出力される。 

 
 

↓ PDFファイル出力 

 

 
・以上でビューワ側の操作は完了です。 

 

 

 

（エラー） 

 
 

・「患者 ID」が未入力の状態でエクスポートボタンを選択するとエラーになります。 

入力内容をご確認の上、ボタンを選択してください。 

 

 

 

（了） 

 

 


